
審査員による投票で、注目技術賞に選
ばれなかったものの、技術の独創性や
アイデア、先進性など今後、期待され
る技術について、審査委員会が特別
に推薦したものに贈られます。

技術展示
　「建設技術展2018近畿」では、時代のニーズに応え
た「安全・安心」、「IT・ICT」、「コスト縮減」、「維持・更
新」など9つの分野を掲げ、それに対して179の出展者
から217のブースで様々な建設技術の紹介が行われま
した。
　また、建設技術の出展だけでなく、最新の話題を提供
するイベントも多数開催されました。南海トラフ巨大地震
に対する初動対応と応急復旧の仕組みづくり、関西を日
本のリーディングエリアとするため必要なインフラ整備、
さらに今回初開催となった地域企業の海外展開支援に
関するフォーラムなど、建設産業が国民の生命・財産を
災害から守り、地域経済の発展への貢献のみならず、海
外への進出を図ることで、建設産業の未来が展望できる
ことを来場者に向けて発信されました。
　来場者は1万6千人に迫り、企業・発注者だけでなく、

建設業の将来を担う学生も訪れるなど、日本でも有数の
技術イベントとなっています。
　次に、技術展示の表彰については、建設産業の一層の
発展に寄与できるものばかりでしたが、注目技術賞・審査
委員特別賞として「技術の先進性」、「効果」、「活用性」
の観点から近畿のみならず全国で活用していけるよう
な、今後注目していきたい技術を選ばせて頂きました。
そのほか、来場者の投票により選ばれるベストブース賞
は、展示技術が優秀な事はもちろん、来場者の関心を集
めるため、展示方法についても工夫を凝らしたブースが
選ばれました。
　今後も、産学官が連携して建設技術展を盛り上げてい
くことにより、建設技術の開発・活用を促進し、国民の安
全・安心や活力ある国土の発展に貢献することを期待い
たします。

一般来場者に最も関心の高かったブ
ースに投票していただき、得票数が最
も多かったブースに贈られます。

注目技術賞審査委員長
森戸 義貴
［近畿地方整備局企画部長］

注目技術賞

審査委員特別賞

ベストブース賞

展示された技術の中から、「技術の先
進性」、「効果」、「活用性」の観点から
公共事業の事業主体者が審査選定し
た“注目すべき技術”に贈られます。

Tel 072-257-8730　http://www.kklink.co.jp

Tel 090-7575-6025　https://www.hikinuki.jp/
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Tel 06-6630-1902　https://www.pasco.co.jp/Tel 072-802-3100　https://www.daitokustructure.com/

Tel 025-280-5391　http://www.shingijutu-niigata.jp/
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支柱路面境界部調査システム  キズミー1

協同組合Masters 地盤環境事業部会
土留部材引抜同時充填工法研究会

Made in 新潟 新技術普及・活用制度 今年も非常に多くの方々にＪＦＥグループのブースへお越しいただき、
誠にありがとうございました。また、日刊建設工業新聞社様、近畿建設
協会様をはじめ関係者の皆様には厚く御礼申し上げます。当社Grは
今年も8社共同で「明日を創る、未来を拓く、JFE」をスローガンに、新
商品や工法を出展いたしました。期せずして、昨年まで3年連続ベスト
ブースに選んでいただいた事もあり、その名に恥じぬよう、パネルへの
カラーLED活用等、新た
な試みをいくつか実施い
たしました。こうした工夫
が皆様の目に留まり、再
度選んでいただけました
事を大変嬉しく思ってお
ります。来年度も、今回以
上の商品・技術・ブースで
「5年連続」にチャレンジ
させていただきます！

JFEグループ
ベストブース賞

土留部材引抜同時充填工法土留部材引抜同時充填工法

㈱パスコ

大特ストラクチャーは、重量物の移設ステージ架台や災害時の仮設橋、屋外
やクリーンルームなど重機の立ち入りが困難な場所での仮設ステージなど、
建設現場での作業構台としてあらゆる分野で活躍します。特徴としては、
アルミ鋳造により継ぎ目のない最大荷重40t以上の耐荷重を実現した上、
軽量（1台14㎏）で、短時間且つ手組みで仮設
ステージを完成できることにより工事日数や人
件費を大幅に削減することができます。近年、
建築足場の組立・解体時に転落や強風で倒壊
など事故が多発していますが、地上で積み木
のように立ち上げるので安全且つ転落の心配
もありません。1000分の5㎜の精度で研磨、立
ち上がってもブレません。そして特許庁が取
り組む知財評価書も高評価を得ております。

㈱大 特

仮設ステージ  大特ストラクチャー
水面下の地形を航空レーザで取得する技術。
航空機から緑色レーザを照射し、従来はできなかった、水面の地形を面
的に取得する計測手法です。

航空レーザ深浅測量（ALB）

近接工事や堤防において鋼矢板等を安心して引き抜けるオンリーワン
技術!軟弱地盤や堤防において仮設材にて土留めを行う場合には、土
留め杭引抜後の影響が大きいため、本工法は非常に有効な技術です。
従来、鋼矢板残置を前提としていた民家や地下埋設物などに近接した
工事において、コスト削減と
事業損失防止に役立ちます。
水中での施工も可能な工法
です。尚、鋼矢板引抜きと同
時に充填すること、１本の充
填管で複数枚の鋼矢板を引
抜くことは、この工法以外で
行うと特許に抵触します。

近年、全国各地で鋼製の照明柱、標識柱、信号柱等（以下、鋼製支柱）
の倒壊や劣化した標識柱に、車両が接触し倒壊するなどの人的被害や
車両事故が多数報告されています。これらの多くは高度成長期にイン
フラ整備の一環として、鋼製支柱の埋設が行われましたが、経年による
腐食による減肉や、繰り返し応力による材料割れなどが原因と思われま
す。早急な、鋼製支柱の調査及びメンテ
ナンスが必要となっています。
 《支柱路面境界部調査システムキズミー1
の特徴》  •掘削せずに鋼製支柱埋設部の
腐食調査が可能  •約2名の調査員で行う
ため道路規制等が削減可能  •教育を受
けることで現場技術者が調査可能  •簡易
型超音波調査装置なので持ち運びが容易

新潟県では、県内企業が開発した建設分野の新技術を広く情報公開
し、新技術の普及と活用を促進しています。本制度では、新技術を安心
して使ってもらえるよう、登録時や活用時の評価など各段階で有識者
委員会の審査を受け、その結果をHPで公開しています。今回は、登録
技術（約190技術）の中から、皆様のお
役に立てる新技術を保有する5社と共
同で出展しました。

航空レーザ深浅測量（ALB）施工実績（2018年6月末） 吉野川の河床形状

審査委員特別賞審査委員特別賞

支柱路面境界部調査システム キズミー1

標準サイズ一例  300×300×900（㎜）

Made in 新潟 新技術普及・活用制度  ロゴマーク

アジア航測㈱
㈱アスコ大東
㈱ウエスコ
㈱エイテック
エヌ・ティ・ティ・インフラネット㈱
／㈱NTTデータ関西
㈱奥村組
㈱オリエンタルコンサルタンツ
㈱きんそく
クモノスコーポレーション㈱
計測ネットサービス㈱
国際航業㈱
佐藤工業㈱
スマートウェイ近畿地方協議会
（一財）先端建設技術センター
大日コンサルタント㈱
中央復建コンサルタンツ㈱
㈱パスコ
日立建機日本㈱
㈱日立システムズ
エンジニアリングサービス
福井コンピュータ㈱
㈱MetaMoJi
㈱レックス

IT・ICT

大阪市立都島工業高等学校
京都市立京都工学院高等学校
神戸市立工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立舞鶴工業高等専門学校
大阪工業大学
関西大学
環境都市工学部 都市システム工学科

関西大学
先端科学技術推進機構

京都大学大学院
工学研究科  社会基盤工学専攻

京都大学大学院
工学研究科  都市社会工学専攻

神戸大学
神戸大学大学院
摂南大学
ＮＰＯ法人関西橋梁維持管理
－大学コンソーシアム

学校

出展者名 50音順

防災

環境

SDP工法研究会
KTB協会／PCフレーム協会
ケミカルグラウト㈱
㈱建設技術研究所
国土環境緑化協会連合会／
日本植生㈱
災対新技術研究会
三信建設工業㈱
Geo BANK工法研究会
（一社）全国圧入協会
㈱創発システム研究所
㈱ダイカ
中央開発㈱
東亜グラウト工業㈱
東興ジオテック㈱
東洋建設㈱
飛島建設㈱
西松建設㈱
㈱ニチゾウテック
日特建設㈱
ハイジュールネット工法研究会
復建調査設計㈱
㈱不動テトラ
フリーフレーム協会 近畿支部／
岡部㈱
プレストネット工法協会
矢作建設グループ
山田技研㈱
ライト工業㈱
和歌山県／
アートコンクリート工業㈱／
㈲クスベ産業／㈱ケイエフ／
㈱タニガキ建工／フリー工業㈱

アンダーパス技術協会
安藤ハザマ
SGM軽量土工法協会
㈱大林組 
㈱オクノコトー
奥村組土木興業㈱
鹿島建設㈱
㈱加藤建設
川上産業㈱
関西鉄筋工業協同組合／
近畿建設軀体工業協同組合／
日本プラスチック型枠工業会／
関西圧接業協同組合
㈱鴻池組
五洋建設㈱
㈱山陽測器
清水建設㈱
（一社）セイフティーフラット工法協会
大成建設㈱
㈱竹中道路
㈱竹中土木
W２R工法協会 近畿支部
TRD工法協会
鉄建建設㈱
デンカ㈱
東亜建設工業㈱
東急建設㈱
㈱東洋スタビ
PC-壁体工業会
Head-bar工法協会
㈱マルホウ
三井住友建設㈱

安全・安心

維持・更新

鈴木産業㈱
スバル興業㈱／
㈱レンタルのニッケン
星和電機㈱
戸田建設㈱
㈱ニュージェック

コスト縮減
協同組合Masters
地盤環境事業部会
土留部材引抜同時充填工法研究会

いであ㈱
㈱イビコン
内田産業㈱
（一社）On-Site Visualization研究会
㈱キッズウェイ
ゴトウコンクリート㈱
JFEグループ
㈱仙台銘板
ソイルアンドロックエンジニアリング㈱
㈱大 特
東亜道路工業㈱
西尾レントオール㈱
西日本高速道路㈱ 関西支社
西日本高速道路
エンジニアリング関西㈱
西日本高速道路
エンジニアリング九州㈱
西日本高速道路
エンジニアリング四国㈱
西日本高速道路
エンジニアリング中国㈱
西日本高速道路
ファシリティーズ㈱
西日本高速道路
メンテナンス関西㈱
西日本高速道路
メンテナンス九州㈱
西日本高速道路
メンテナンス中国㈱
日本工営㈱
日之出水道機器㈱
㈱富士技建
本州四国連絡高速道路㈱／
㈱ブリッジ・エンジニアリング
マルアイ商事㈱
ユーシー産業㈱

施工

㈱アイゾールテクニカ
㈱アイティエス
アオイ化学工業㈱
朝日航洋㈱
AT工法研究会
STKネット工法研究会
応用地質㈱
㈱大阪防水建設社
大林道路㈱
㈱ガイアート
川田建設㈱／協立エンジ㈱
KEYTEC㈱
㈱熊谷組
KJS協会／アンカー補修協会
／ＮMアンカー協会
㈱ケミカル工事
コニシ㈱
コンクリートコーリング㈱
㈱シクソン
ジビル調査設計㈱
循環式エコクリーンブラスト研究会
新日鐡住金グループ
住友大阪セメント㈱グループ
㈱ソーキ
大成ロテック㈱
太平洋セメント㈱／
太平洋プレコン工業㈱／
太平洋マテリアル㈱／
小野田ケミコ㈱
㈱ダイヤコンサルタント
田中亜鉛鍍金㈱
東拓工業㈱
㈱土木管理総合試験所
長瀬産業㈱／㈱京都マテリアルズ
中日本ハイウェイ・
エンジニアリング東京㈱
中日本ハイウェイ・
エンジニアリング名古屋㈱
日本SPR工法協会 関西支部
日本リバコン協会
早川ゴム㈱
パルテム技術協会 関西支部
㈱ピーエス三菱
ヒートロック工業㈱
前田建設工業㈱
Made in 新潟
新技術普及・活用制度
モニタリングシステム
技術研究組合（RAIMS）
㈱リンク
レジテクト工業会 関西支部

（一財）建設業技術者センター
（一社）建設コンサルタンツ協会
近畿支部
（一財）建設物価調査会
国土交通省 近畿地方整備局
近畿技術事務所
国土交通省 近畿地方整備局
神戸港湾空港技術調査事務所
（一社）日本橋梁建設協会
（一社）日本建設機械施工協会
関西支部
（一財）日本建設情報総合センター
（JACIC）
阪神高速道路㈱／
阪神高速技術㈱／
阪神高速技研㈱／
（一財）阪神高速道路技術センター
（一社）プレストレスト･コンクリート
建設業協会 関西支部

団体


